
国
内
外
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
メ
ー
カ
ー

二
百
四
十
社
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
が
集
ま

っ
た
、
従
来
に
な
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
「
神
戸
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
マ
ー
ト
」
が
加
月
１
日
に
オ
ー
プ

ン
す
る
。
高
感
度
な
物
が
集
ま
り
、
イ

キ
の
い
い
情
報
が
飛
び
か
う
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
「
市
」
、
画
期

的
な
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

企
画
、
運
営
を
手
掛
け
る
の
は
、
住

友
信
託
銀
行
と
関
連
企
業
高
さ
⑮
ｍ
、

鏑

蕊1．
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り
、
二
百
四
十
社
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

が
、
最
新
ト
レ
ン
ド
を
発
信
す
る
。
こ

れ
だ
け
の
商
品
を
一
度
に
見
比
べ
て
買

夕
い
付
け
が
で
き
る
の
は
他
に
例
が
な

ンセ
く
、
登
録
バ
イ
ヤ
ー
も
２
万
人
を
突

スネ

破
。
日
本
で
初
め
て
の
、
プ
レ
ス
テ
ー

》
ンピン

ジ
の
高
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
バ
イ
イ
ン
グ

ヨシ
が
実
現
す
る
。

ツア

「
神
戸
フ
ァ
ツ
シ
ョ
ー
マ
ー
ト
」
の
特

フの

徴
は
、
単
に
〃
売
買
の
場
″
で
あ
る
だ

換規

け
で
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
ホ

大最
－
ル
や
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
、

本日

ビ
ジ
ネ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
Ｖ

Ｍ
Ｄ
ゾ
ー
ン
な
ど
、
情
報
発
信
機
能
を

充
実
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

Ｖ
Ｍ
Ｄ
（
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
マ
ー
チ

ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
）
ゾ
ー
ン
で
は
、
新

し
い
シ
ョ
ッ
プ
づ
く
り
、
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
の
提
案
、
最
新
什
器
の
展
示
ま
で
幅

広
い
シ
ョ
ッ
プ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
、
店

頭
ポ
ス
タ
ー
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
、
カ
タ
ロ
グ
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
販
促
制
作
を
す
る
セ
ー

ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
オ
フ
ィ
ス
オ

ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
ノ
ウ
ハ
ウ
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
す
る
。
小

・
直
径
印
ｍ
の
円
型
吹
き
抜
け
ド
ー
ム
「
ア
ト
リ
ウ
ム
プ
ラ
ザ
」

企
画
、
運
営
を
手
掛
け

友
信
託
銀
行
と
関
連
企
業

が
百
五
十
億
円
を
出
資
し

て
設
立
し
た
「
ジ
ャ
パ
ン

マ
ー
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
」
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ン

ド
の
「
市
」
と
し
て
、
レ

デ
ィ
ス
・
メ
ン
ズ
、
子
供

服
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
な
ど
多

彩
な
ア
パ
レ
ル
が
集
ま

割，, 蕪瀞誕1 全…錘霊蝿鰯畿
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情
報
を
豊
富
に
集
め
た
カ
ラ
ー
ル
ー

ム
、
ク
リ
エ
イ
テ
イ
ブ
ル
ー
ム
な
ど
が

あ
る
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ク
リ
エ
ー
タ

ー
、
そ
し
て
バ
イ
ヤ
ー
に
も
魅
力
的
な

空
間
に
な
り
そ
う
だ
。

建
物
内
は
、
一
歩
入
る
と
、
十
階
ま

拘
階
か
ら
見
降
ろ
し
た
ア
ト
リ
ウ
ム
プ
ラ
ザ

ル
〃
イ
オ
″
が
あ

る
。
〃
イ
オ
〃
と
は

天
体
の
名
前
で
、

効
果
的
な
音
響
・

照
明
設
備
を
備

え
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
や
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
に
も

使
わ
れ
る
。
八
’

三
階
は
様
々
な
ジ

ャ
ン
ル
の
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
。
二
階
に

売
店
に
と
っ
て
の
様
々
な
要
望
に
答
え

る
こ
と
が
で
き
、
バ
イ
ヤ
ー
に
と
っ
て

は
貴
重
な
情
報
の
入
手
源
に
な
る
。

そ
の
他
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
た
め

の
知
識
や
情
報
を
自
由
に
検
索
で
き
る

デ
ザ
イ
ン
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
ゾ
ー
ン
で

は
、
洋
書
を
中
心
に
一
万
冊
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
専
門
書
、
雑
誌
、
千
本
近
く
の

世
界
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
の
ビ
デ
オ

テ
ー
プ
を

内
蔵
す
る

フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
・
一
フ

イ
ブ
ラ
リ

ー
や
、
あ

ら
ゆ
る
素

材
の
カ
ラ

ー
チ
ッ
プ

な
ど
色
彩

に
関
す
る

1 世_ ②一 U 自旦■ぬ - ｍ凸＝’
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Ｖ
Ｍ
Ｄ
ゾ
ー
ン
や
デ
ザ
イ
ン
ラ
ボ
ラ
ト

リ
ー
ゾ
ー
ン
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
機
能
が
あ
る
。
二
階
一
階
に
は
一
般

の
人
も
入
れ
る
新
。
生
活
提
案
型
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
・
ゾ
ー
ン
「
マ
ー
ト
ア
ヴ
ェ

ニ
ュ
ー
」
。
個
性
あ
ふ
れ
る
シ
ョ
ッ
プ

が
並
ぶ
。

一
般
客
が
入
館
で
き
な
い
の
が
残
念

だ
が
国
際
的
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
神

戸
の
第
一
歩
に
期
待
し
た
い
。

ぶ
。
九
階
に
は
、
エ

キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
ス
ペ

ー
ス
、
国
際
会
議
も

開
催
で
き
る
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
、

六
甲
の
山
並
み
の
風

景
が
美
し
い
レ
ス
ト

ラ
ン
、
そ
し
て
、
九
、

十
階
が
吹
き
抜
け
に

な
っ
た
Ｋ
Ｆ
Ｍ
ホ
ー

インポートフロアー

で
の
吹
き
抜
け
ド
ー
ム
型
の
「
ア
ト
リ

ウ
プ
ラ
ザ
」
が
、
入
る
人
を
圧
倒
す

る
。
天
井
ま
で
四
十
五
筋
。
普
段
は
自

然
採
光
だ
が
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
時
に
は

屋
根
が
締
ま
り
、
ス
ー
パ
ー
ス
キ
ャ
ン

を
使
っ
た
光
と
音
の
演
出
が
楽
し
め

る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
一
気
に
十
階
ま

で
上
が
っ
て
み
る
と
、
一
階
の
ホ
ー
ル

に
い
る
人
が
蟻
の
様
に
小
さ
く
見
え

た
。
十
階
は
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
ド
・

イ
ン
ポ
ー
ト
の
フ
ロ
ア
ー
。
海
外
ブ
ラ

ン
ド
の
豪
華
な
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
が
並

ぶ
。
九
階
に
は
、
エ
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス

能舞台をイメージしたショールーム
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( 2 ) 神戸ファッシｮ ン４情報
世界のファッション都市への挑戦
２ジャンニ・ヴェルサーチ衣裳文化展

趣
噂

ン
と
し
て
は
本
国
イ
タ
リ
ア
以
外
で
の

初
公
開
と
な
る
。

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
一
環
と
し
て
催
さ
れ
る
と
同
時
に

ジ
ャ
ン
ニ
・
ヴ
ェ
ル
サ
ー
チ
・
ブ
ラ
ン

ド
の
日
本
上
陸
加
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

で
も
あ
る
こ
の
文
化
展
は
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
の
専
門
家
は
も
と
よ
り
、
広
く
一

般
の
人
々
に
も
彼
の
魅
力
を
理
解
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
５
つ
の
セ
ク
シ
ョ

ン
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
彼
の
制
作
活
動
の

あ
る
ひ
と
つ
の
側
面
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

K 評

世
界
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
で
、
今
ま

さ
に
頂
点
を
極
め
よ
う
と
し
て
い
る
デ

ザ
イ
ナ
ー
、
ジ
ャ
ン
ニ
・
ヴ
ェ
ル
サ
ー

チ
。
母
親
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
を
手
伝
う
か

た
わ
ら
、
独
学
で
現
在
の
地
位
に
登
り

つ
め
る
ま
で
の
、
彼
の
活
動
歴
を
一
挙

に
紹
介
す
る
「
ジ
ャ
ン
ニ
・
ヴ
ェ
ル
サ

ー
チ
衣
裳
文
化
展
」
が
、
神
戸
市
立
博

物
館
で
開
催
さ
れ
る
。

イ
タ
リ
ア
の
鬼
才
と
し
て
知
ら
れ
る

彼
は
、
オ
ペ
ラ
の
殿
堂
、
ス
カ
ラ
座

（
ミ
ラ
ノ
）
で
上
演
さ
れ
た
数
多
く
の

衣
裳
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
一

方
、
エ
ル
ト
ン
・
ジ
ョ
ン
や
エ
リ
ッ
ク

・
ク
ラ
プ
ト
ン
な
ど
実
力
派
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
の
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
の
衣
裳

デ
ザ
イ
ン
も
担
当
。
ま
た
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
分
野
に
お
け
る
技
術
研
究
に
関
す

る
講
演
を
行
う
な
ど
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
世
界
を
越
え
た
〃
文
化
と
思
想
の
創

成
者
″
と
も
い
う
べ
き
人
生
を
歩
ん
で

き
た
。
そ
の
躯
年
に
渡
る
彼
の
足
跡

を
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
掘
り
下
げ

た
こ
の
展
覧
会
は
、
フ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
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懲
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Ｆ
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■
セ
ク
シ
ョ
ン
ー
『
ジ
ャ
ン
ニ
・
ヴ

ェ
ル
サ
ー
チ
・
ス
ト
ー
リ
！
』

過
去
坊
年
間
の
彼
の
活
動
の
中
か
ら

重
要
な
節
目
と
な
る
灯
点
の
衣
裳
を
紹

介
。
ま
た
、
彼
を
語
る
写
真
加
点
も
展

示
さ
れ
る
。

■
セ
ク
シ
ョ
ン
２
『
テ
ク
ニ
ッ
ク
』

必
点
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
を
用
意
し
、

ヴ
ェ
ル
サ
ー
チ
デ
ザ
イ
ン
の
創
意
性
と

独
自
性
を
示
す
さ
ま
ざ
ま
な
布
地
や
ア

ク
セ
サ
リ
ー
を
陳
列
す
る
。
素
材
の
発

明
と
製
品
の
製
作
と
い
う
面
か
ら
、
デ

ザ
イ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
を
理
解
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
彼
独

自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
職
人
的
な
資
質
を
細

部
ま
で
視
覚
化
。

■
セ
ク
シ
ョ
ン
３
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
』

異
文
化
の
芸
術
家
た
ち
と
も
深
い
関

わ
り
を
も
っ
て
き
た
ヴ
ェ
ル
サ
ー
チ
。

こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
彼
と
欧
米
を

代
表
す
る
一
流
ア
ー
チ
ス
ト
と
の
共
同

製
作
を
紹
介
す
る
。
彼
を
取
り
巻
く
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
協
力
者
た
ち
が
ど
の
よ

ジ
ャ
ン
ニ
・
ヴ
ェ
ル
サ
ー
チ

、
L

～

蕊 》
醇
騨
錘
酔
懸
騨
趨
認
鯉
融
酪
勇
唖
殿
頭
目
＄
好
悪
溺
噌
。
．
ｊ
制
・
目
『
目
唱
１
斗
１
４

職
爵
目
か
二

１
５７
１

鶏鑑

籍

蟻篭蕊蕊
懲議議：
, ■, r I d 影 ﾛ
’；鯉，韓響華 霞
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３神戸クリエイション' 9 １

Ｍ
Ａ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
ｚ
ｌ
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｎ

ｍ
Ｅ
Ⅷ
春
夏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

イ
タ
リ
ア
か
ら
新
し
い
天
才
デ
ザ
イ
ナ

ー
が
出
現
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
マ
ウ

リ
ッ
ィ
オ
・
ガ
ラ
ン
テ
氏
で
す
。

●
マ
ウ
リ
ッ
イ
オ
・
ガ
ラ
ン
テ
氏
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

－
９
６
３
年
３
月
、
イ
タ
リ
ア
の
ラ

テ
ィ
ー
ナ
で
生
ま
れ
る
。

ロ
ー
マ
の
モ
ー
ド
・
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

・
ア
カ
デ
ミ
ー
で
学
び
、
１
９
８
４
年

１
月
、
初
め
て
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
チ

ル
コ
ラ
ー
レ
」
（
円
を
描
く
と
い
う
意

味
）
を
発
表
。

１
９
８
８
年
３
月
、
ミ
ラ
ノ
の
第
３

回
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
見
本
市
に
お
い

て
、
「
オ
ッ
キ
オ
・
ド
ー
ロ
賞
新
人
賞
」

を
零
審
〔
。

１
９
８
９
年
３
月
、
モ
ン
テ
カ
ル
ロ

で
開
催
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
リ
ネ
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加

マ
ウ
リ
ツ
ィ
オ
・
ガ
ラ
ン
テ
氏

文
化
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
情
報
発
信

基
地
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
神
戸
は
、

新
た
な
〃
神
戸
Ｚ
ノ
ッ
シ
ョ
ン
〃
の
定

着
を
求
め
、
「
神
戸
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン

Ⅲ
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
イ
タ
リ
ア
を
テ
ー
マ
に
、
神

戸
の
ア
パ
レ
ル
企
業
で
活
躍
中
の
若
手

デ
ザ
イ
ナ
ー
４
名
に
よ
る
ジ
ョ
イ
ン
ト

シ
ョ
ー
を
展
開
し
ま
す
。
又
、
美
術
評

論
家
、
伊
東
順
二
氏
監
修
の
も
と
、

「
キ
ネ
マ
〃
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
〃
」
と

題
し
、
安
西
水
丸
氏
の
構
成
に
よ
り
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
ア
ー
ト
の
融
合
を
図

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
日
本
を
代
表
す
る
ス
タ
イ

リ
ス
ト
、
木
村
茂
、
原
由
美
子
の
両
氏

を
起
用
し
、
ま
す
ま
す
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

さ
れ
た
神
戸
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
を
披
露
し
ま
す
。

③
４
人
の
ニ
ュ
ー
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル

近
藤
徳
明
１
９
６
１
年
４
月
、
大
阪

１
５８
１

環
境
問
題
や
エ
コ
ロ
ジ
ー
が
浸
透
し

人
々
が
ナ
チ
ュ
ラ
ル
を
志
向
し
つ
つ
あ

る
加
年
代
。
そ
の
幕
開
け
を
待
ち
う
け

て
い
た
か
の
よ
う
に
、
ま
た
ひ
と
り
、

｜
神
戸
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
Ⅷ

し
、
「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ア
ー
ジ
エ
ン
ト

賞
」
を
受
賞
。

１
９
９
０
年
３
月
、
ミ
ラ
ノ
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
参
加
。

１
９
９
１
年
３
月
、
パ
リ
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
に
初
参
加
。

日
時
加
月
把
日
（
月
）
Ｍ
恥
、
ｌ
／
肥
小
仙
Ｉ

／
胡
函
叩
Ｉ

会
場
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ー
ト
９
階

Ｋ
Ｆ
Ｍ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
〃
⑩
″

協
賛
高
島
屋

入
場
料
５
，
０
０
０
円
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若井和光さん
＃

鍵
騨
劉
制
野
鍵
謝
繍
錨
騨

１
５９
１

③
木
村
茂
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
《

大
学
在
学
中
か
ら
ス
タ
イ
リ
ス
ト
と

し
て
活
躍
。
や
が
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
の
演
出
を
手
掛
け
る
よ
う
に
な
り

今
日
の
日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

の
演
出
ス
タ
イ
ル
を
つ
く
り
あ
げ
る
。

現
在
、
国
内
、
海
外
を
問
わ
ず
、
数

多
く
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
手
掛
け
る
他
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
中

心
に
幅
広
い
分
野
で
活
躍
中
。

●
原
田
由
美
子
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

慶
応
義
塾
大
学
仏
文
科
卒
業
。
日
本

の
ス
タ
イ
リ
ス
ト
の
草
分
け
的
存
些
仕
。

１
９
７
１
年
か
ら
ス
タ
イ
リ
ス
ト
と

し
て
活
動
を
始
め
、
雑
誌
「
エ
ル
・
ジ

ャ
ポ
ン
」
「
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
」
「
マ
リ
・

ク
レ
ー
ル
」
「
Ｈ
ａ
ｎ
ａ
ｋ
ｏ
」
な
ど

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
ジ
を
担
当
。

１
９
９
０
年
か
ら
フ
リ
ー
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
活
躍

中
‐
・

日
時
Ⅱ
月
Ⅳ
日
（
日
）
Ｍ
”
帥
Ｉ
／
妬
輯
、
ｌ

／
旧
い
㈹
１

会
場
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ー
ト

脇
賛
イ
ズ
ム
、
ヴ
ァ
レ
ン
、
ジ
ャ
ヴ
ァ
、
ワ

ー
ル
ド
、
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
ソ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン

協
力
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ー
ト

入
場
料
５
，
０
０
０
円

と
し
て
独
立
し
、
安
西
水
丸
事
務
所
を

設
立
。
繊
細
な
汐
ツ
チ
の
イ
ラ
ス
ド
レ

ィ

‐
タ
ー
と
し
て
人
気
を
集
め
、
朝
頃
広

告
賞
、
毎
日
極
貴
日
本
”
一
爵
イ

ッ
ク
展
年
間
作
家
賞
優
秀
賞
な
遵
守
零
数

々
の
受
賞
雪
歴
を
も
つ
。

半田美智さん
Ｉ

⑮
安
西
水
丸
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

－
９
４
２
年
７
月
、
東
京
都
生
ま
れ
。

日
本
大
学
芸
術
学
部
美
術
科
卒
業
後

電
通
に
入
社
。
同
社
退
社
後
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
に
２
年

間
勤
務
。
帰
国
後
、
平
凡
社
に
入
社
。

１
９
８
１
年
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

山本ちよ子さん 安西水丸氏近藤徳明氏

府
大
阪
市
生
ま
れ
。
１
９
８
５
年
３
月

大
阪
モ
ー
ド
学
園
卒
業
。
同
年
４
月
、

㈱
ワ
ー
ル
ド
入
社
。
現
在
、
同
社
ブ
ラ

ン
ド
「
ピ
ル
ダ
・
ジ
ュ
ー
ル
」
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍
中
。
神
戸
市
在

住
。半

田
美
智
１
９
６
３
年
５
月
、
和
歌

山
県
串
本
町
生
ま
れ
。
１
９
８
５
年
３

月
、
マ
ロ
ニ
エ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ン
専
門
学
校
卒
業
。
同
年
４
月
、
㈱
ヴ

ァ
レ
ン
入
社
。
現
在
、
同
社
ブ
ラ
ン
ド

「
ア
ル
テ
イ
サ
ン
サ
ン
ク
」
、
「
サ
ペ
」

の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
中
。
西
宮
市
在
住
。

山
本
ち
よ
子
１
９
６
２
年
１
月
、
兵

庫
県
美
方
郡
生
ま
れ
。
１
９
８
３
年
３

月
、
大
阪
モ
ー
ド
学
園
卒
業
。
同
年
４

月
、
ジ
ャ
ヴ
ァ
グ
ル
ー
プ
㈱
ロ
ー
ト
レ

ア
モ
ン
入
社
。
現
在
、
同
社
ブ
ラ
ン
ド

「
ア
ト
リ
ピ
ス
」
の
チ
ー
フ
デ
ザ
イ
ナ

ー
と
し
て
活
躍
中
。
神
戸
市
在
住
。

若
井
和
光
１
９
６
５
年
３
月
、
岡
山

県
倉
敷
市
生
ま
れ
。
１
９
８
７
年
３
月

大
阪
モ
ー
ド
学
園
卒
業
。
同
社
プ
ラ
ン

Ｆ
「
ア
ー
ズ
」
の
チ
ー
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
し
て
活
躍
中
。
神
戸
市
在
住
。
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フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
の
主
流
は

今
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
。
地
球
へ
の
や
さ
し

さ
を
、
地
球
ｌ
自
然
の
美
し
さ
を
表
現

し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
ト
レ
ン
ド
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
年
の
Ｋ
Ｆ
Ｆ

の
テ
ー
マ
は
「
イ
タ
リ
ア
」
で
す
。

イ
タ
リ
ア
文
化
の
頂
点
を
極
め
た
と

も
い
え
る
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
ー
文
芸
復

興
も
自
然
の
美
を
躯
歌
し
、
共
生
を
訴

え
る
も
の
で
し
た
。
「
Ｒ
ｅ
ｇ
ａ
ｌ
Ｏ

ｄ
ｅ
Ｔ
ｅ
ｒ
ｒ
ａ
ｌ
自
然
か
ら
の
贈

り
物
」
展
で
は
自
然
が
育
ん
だ
美
の
結

晶
で
あ
る
「
真
珠
」
を
通
じ
て
、
エ
コ

ロ
ジ
ー
に
根
ざ
し
た
自
然
へ
の
、
美
し

い
海
へ
の
や
さ
し
さ
を
訴
え
ま
す
。

期
間
平
成
３
年
ｎ
月
２
日
（
土
）
１
，

月
四
日
（
火
）

会
場
神
戸
海
洋
博
物
館
特
別
展
示
室

主
催
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
、
兵

庫
県
、
神
戸
市
神
戸
商
工
会
議
所
、
パ

ー
ル
シ
テ
ィ
神
戸
協
議
会
、
社
団
法
人

神
戸
港
振
興
協
会

後
援
近
畿
通
商
産
業
局
、
社
団
法
人

日
本
真
珠
振
興
会
、
日
本
真
珠
輸
出
組

合
、
イ
タ
リ
ア
大
使
館
、
イ
タ
リ
ア
貿

易
振
興
会

冒
頭
に
説
明
し
ま
し
た
テ
ー
マ
に
そ

っ
た
Ｐ
Ｃ
Ｋ
協
議
会
参
加
各
社
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
作
品
、
製
品
の
展
示
を
し
ま
す

展
示
は
自
然
を
モ
チ
ー
フ
に
真
珠
の
可

能
性
を
表
現
し
て
い
き
ま
す
。

ゾ
ー
ー
ー
ン
グ
案

海
（
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｅ
）

星
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ａ
）

薄デー
拝丙h ■ｎＱｊ
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(2 )神戸
世界のファ

盾報ファッシヨンノ
ツション都市べの挑戦

４ＫＦＦパールフェア' 9 １
D e T e r r a 自然からの贈り物展一R e g a r o

剣

ノ

塩》

ノ

月
（
Ｌ
Ｕ
Ｎ
Ａ
）

風
（
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）

花
（
Ｆ
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
）

樹
（
Ａ
Ｌ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
）

太
陽
（
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
）

そ
の
他
催
し
と
し
て
は
、

⑤
Ⅶ
パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
を
ま
じ
え
た

ミ
ニ
ク
イ
ズ
大
会

ｎ
月
２
日
（
土
）
、
３
日
（
日
）

午
後
１
時
１
１
時
訓
分

午
後
３
時
１
３
時
鋤
分

パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
を
交
え
て
、
真
珠

と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
イ
タ
リ
ア
に
関
す

る
○
×
ク
イ
ズ
を
実
施
し
ま
す
。

●
イ
タ
リ
ア
等
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
パ
ネ

ル
の
掲
出

●
イ
タ
リ
ア
観
光
ビ
デ
オ
の
放
映

ｅ
パ
ー
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

作
品
に
よ
る
パ
ー
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
の
ビ
デ
オ
放
映

そ
の
他
、
毎
日
先
着
来
場
皿
名
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
会
場
に
て
、
エ
ン
ド
ュ
ー
ザ
ー

の
真
珠
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

後
日
抽
選
に
て
、
Ⅲ
名
に
真
珠
製
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
お
楽
し
み
に
。

／
蓮

１
６０
１

誠
一

鋤
》
一
・
一

錦
》
一
一
一
一
一

灘
》
紙

ｓ
Ｆ

』
ﾉ ｰ ｆ ･ 唾

珊ヤｌノ
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鍵

、

(2 )神戸ファツシヨン'情報
世界のファッション都市への挑戦

５コウベファッションパーテイ
ーマスカレイド華麗なる夕べ

、

, 蝉

唱騨５４

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
・
神
戸
に
ふ
さ

わ
し
い
、
華
や
か
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ
れ
る
〃
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
〃
・
今
年
も

よ
り
一
段
と
華
や
か
に
、
そ
し
て
個
性

的
に
花
ひ
ら
く
ｌ
畷
。

（
協
）
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
ソ
シ
エ

ー
シ
ョ
ン
（
Ｋ
Ｆ
Ａ
）
と
神
戸
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
協
議
会
（
Ｋ
Ｆ
Ｔ
）
が

主
催
す
る
こ
の
パ
ー
テ
ィ
も
、
今
回
で

４
回
目
。
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
中
心

部
、
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
が
年

一
回
、
大
い
に
湧
く
日
と
な
る
。
今
年

鐸
識

雛

鶴

T H E
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FASHION

識
識

蕊蕊

望

;鋳識
蟻溺
忠期

１
６１
１

< 昨年の“ウィンナーワルツの夕べ' ‘は大癖湿
今年はどんな伝説が生まれるか、楽しみ。
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株式会社パール｜株式会社トライ・ワン｜株式会社チクマ｜オールスタイル株式会社

溌藤 誠一

漂鐸義議

驚
畿･ ･… 驚

鍔錨

L1-q‘４L1 - q‘４

母Ｆ罰勺

魁

績凄参一、

曇り磯三
田

代表取締役松岡賢蔵｜代表取締役柿本雅司｜代表取締役社長宇野修｜取締役会長川上勉

う 蕊謬

蕊議
主
⑩

|霞#：諺
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金子真珠株式会社
神戸ファッションマート店

代茨取締役社長金字子源吉

神戸市東灘区向洋町中６丁目９番
ＴＥＬ〈0 7 8）8 5 7 - 8 3 1 1

田崎真珠株式会社

代表取締役社長田崎俊作

神戸市中央区
ＴＥＬ

港島中町６丁目３－２
(078）302-3321

株式会社モードオリオン

代表取締役社長清水由民

神戸市中央区港島中町６丁目４－２
ＴＥＬ（0 7 8〕3 0 3 - 2 8 9 0

マドンナグループ

代表取締役清水善之

神戸市中央区御幸通５丁目２‐･ 1 ０
ＴＥＬ（0 7 8 ）2 5 1 - 6 7 6 1
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司
会
神
戸
市
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
て
二
十

年
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
に
も
小
誌
は
、
様
々
な
提
案
を
行
な
っ

て
き
た
の
で
す
が
、
今
回
は
「
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
と
を
テ
ー
マ

に
神
戸
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
に
お
集
ま

り
願
っ
て
、
日
ご
ろ
お
感
じ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
お
伺
い
し
た

☆
オ
ー
ク
チ
ュ
ー
ル
の
形
を
守
り
続
け
て
い
る
神
戸

世
界
一
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル

を
神
戸
か
ら

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ロ
国
際
文
化
都
市
神
戸
を
考
え
る

・
課
・
副
篭

口
座
談
会
出
席
者
八
敬
称
略
・
順
不
同
Ｖ

立
亀
長
三
八
神
戸
芸
術
工
科
大
学
教
授
Ｖ

米
谷
玲
子
八
元
神
戸
服
装
専
門
学
校
校
長
Ｖ

西
篠
幹
男
八
服
飾
ミ
ロ
ー
Ｖ

大
西
節
子
八
大
丸
神
戸
店
ジ
バ
ン
シ
ィ
サ
ロ
ン
Ｖ

藤
本
ハ
ル
ミ
八
ク
チ
ュ
ー
ル
。
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
Ｖ

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
に
お
け
る
オ

ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
の
位
置
づ
け
、
ま
た
、
神
戸
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ

ー
ル
の
特
色
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

立
亀
こ
こ
三
年
間
、
神
戸
芸
術
工
科
大
学
の
関
係
で
、
週
四
回

は
神
戸
へ
来
て
い
ま
す
。
三
宮
界
隈
を
歩
く
こ
と
も
あ
り
ま
す

し
、
Ｋ
Ｆ
Ｓ
（
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
）
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
人
と
も
知
り
合
い
に
な
り
ま
し
て
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
個
人
の
発
表
会
も
見
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
を
通
じ
て
気
が
つ
く
こ
と
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
い

う
の
は
衣
服
だ
け
で
は
な
い
。
衣
・
食
・
住
・
遊
す
べ
て
に
つ
い

て
そ
の
街
の
消
費
者
の
最
大
公
約
数
を
い
か
に
上
手
に
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
す
る
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
か

ら
す
れ
ば
、
山
が
あ
っ
て
坂
が
あ
っ
て
海
が
あ
る
神
戸
の
街
と
い

う
の
は
、
趣
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
へ
芦
屋
な
ど
の
お
金
持
ち
の

方
が
買
物
に
来
ら
れ
る
の
で
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
方
の
作
ら
れ
る
服

も
ハ
イ
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
ー
の
環
境
に
合
っ
て
い
る
。

い
ま
の
消
費
者
が
求
め
て
い
る
の
は
、
物
の
た
め
の
物
で
な

く
、
事
の
た
め
の
物
な
ん
で
す
。
事
と
い
う
の
は
冠
婚
葬
祭
、
あ

る
い
は
リ
ゾ
ー
ト
と
か
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

必
要
な
事
の
た
め
に
着
る
服
で
す
。
デ
パ
ー
ト
で
売
れ
て
い
る
も

の
は
そ
ん
な
服
で
す
。
し
か
し
、
同
じ
作
る
な
ら
人
と
は
違
う
も

の
を
と
い
う
が
、
一
カ
月
先
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
ど
ん
な
服
を
オ
ー

ダ
ー
す
る
か
と
い
う
、
オ
ー
ク
チ
ュ
ー
ル
と
い
う
の
は
、
生
活
に

余
裕
の
あ
る
人
が
求
め
る
も
の
で
す
ね
。
自
分
の
た
め
に
世
界
に

ひ
と
つ
し
か
な
い
と
い
う
。
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
で
一
番
大
事
な

１
６４
１

〈
価
〉

立飽畏三さん
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鍵潔j里..竜

の
は
素
材
と
色
柄
と
形
で
す
が
、
日
本
の
家
に
昔
か
ら
あ
る
着
物

は
色
落
ち
し
な
い
。
新
し
い
生
地
を
フ
ラ
ン
ス
か
ら
買
っ
て
も
、

日
本
人
は
す
ぐ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
の
で
、
色
落
ち
す
る
。
そ
れ

を
フ
ラ
ン
ス
人
に
言
う
と
、
な
ぜ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
ま
で
着
る

の
か
と
。
ウ
ル
ト
ラ
金
持
ち
は
洗
溌
せ
ず
に
捨
て
る
ん
で
す
ね
。

中
産
階
級
の
日
本
で
は
そ
れ
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
た
だ
着
物
の
場

合
は
洗
い
張
り
を
し
て
も
色
が
落
ち
な
い
。
一
越
の
チ
リ
メ
ン
と

か
日
本
独
得
の
古
来
の
生
地
が
あ
る
わ
け
で
す
。
西
脇
の
ギ
ン
ガ

ム
に
し
て
も
い
い
も
の
が
ど
ん
ど
ん
で
き
て
い
る
。
だ
か
ら
結

局
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
頭
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
フ
ラ
ン
ス
の
生
地

だ
か
ら
い
い
と
い
う
こ
と
で
な
く
て
、
消
費
者
が
何
の
た
め
に
、

何
が
必
要
か
と
い
う
こ
と
。
接
客
の
時
に
も
、
そ
の
お
客
さ
ん
に

は
何
が
必
要
か
、
ど
う
い
う
環
境
の
人
で
何
を
求
め
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
か
を
感
じ
と
る
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

藤
本
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
と
い
う
名
前
に
少
し
抵
抗
を
感
じ
る

ん
で
す
よ
。
パ
リ
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
と
日
本
で
名
乗
っ
て
い

る
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
と
は
内
容
が
全
く
違
う
と
思
う
ん
で
す
。

パ
リ
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
に
は
、
貴
族
の
服
を
作
る
こ
と
か

ら
発
し
て
、
そ
の
人
の
た
め
だ
け
に
作
る
と
い
う
そ
う
い
う
流
れ

が
続
い
て
い
る
わ
け
な
ん
で
す
が
、
一
着
二
百
万
円
以
上
と
か
、

ま
た
ほ
と
ん
ど
が
ミ
シ
ン
で
な
く
て
、
手
仕
事
で
す
。
私
た
ち

は
、
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
に
憧
れ
て
、
注
文
服
を
作
っ
て
い
る
と

い
う
感
じ
で
、
パ
リ
の
そ
れ
と
は
違
い
ま
す
ね
。

立
亀
で
も
ね
、
縫
い
に
お
い
て
は
、
日
本
の
も
の
は
フ
ラ
ン
ス

に
負
け
な
い
で
す
。
本
当
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
と
い
う
の
は
、

素
材
を
自
分
で
作
っ
て
、
ク
チ
ュ
リ
ェ
さ
ん
に
や
ら
せ
る
と
い
う

の
が
パ
リ
の
や
り
方
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
ブ
ー
ザ
ッ
ク
と
い
う

生
地
屋
が
潰
れ
て
し
ま
っ
た
。
百
三
十
五
年
続
い
た
最
高
の
生
地

屋
が
な
ぜ
潰
れ
た
か
と
い
う
と
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
計
算
性
が
な
か

っ
た
か
ら
で
す
。
ア
ー
ト
は
儲
か
ら
な
い
。
右
手
に
計
算
を
持
っ

て
左
手
に
感
性
を
持
た
な
け
れ
ば
、
企
業
は
成
り
立
た
な
い
。
そ

れ
を
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
は
必
ず
し
も
ひ
と
つ
で
あ
る
必
要
は
な

い
と
思
う
ん
で
す
。
デ
ィ
オ
ー
ル
が
米
国
で
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
テ
ー

ラ
ー
に
作
り
、
欧
州
で
ジ
ー
ナ
・
ロ
ロ
ブ
リ
ジ
ー
タ
に
作
っ
た
と

米谷玲子さん

蕊

大西節子さん藤本ハルミさん
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西煉幹男さん
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大
西
い
ま
、
私
ど
も
が
一
番
困
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
技
術
を

継
い
で
く
れ
る
人
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
人
材
に
苦

労
し
て
い
ま
す
。

立
亀
い
ま
は
し
つ
け
教
育
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
い
わ
ゆ

☆
神
戸
は
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
の
街

る
き
つ
い
、
汚
な
い
、
危
険
と
い
う
３
Ｋ
を
嫌
が
る
国
民
性
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
物
万
能
で
、
楽
を
し
て
金
を
儲
け
る
こ
と
ば
か

り
考
え
て
い
た
が
、
そ
の
バ
ブ
ル
経
済
も
は
じ
け
て
し
ま
っ
た
。

戦
後
の
教
育
を
考
え
な
お
し
て
、
一
か
ら
や
り
直
さ
な
い
と
い
け

な
い
で
す
ね
。
若
い
人
の
中
に
も
本
当
に
好
き
な
人
が
い
る
ん
で

す
が
、
企
業
の
規
模
が
広
が
っ
て
し
ま
っ
て
そ
ん
な
人
が
と
れ
な

い
。藤

本
日
本
は
い
ま
、
流
通
が
お
金
を
取
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
、

生
産
側
の
利
益
が
少
な
い
で
す
ね
。
そ
れ
で
も
バ
レ
ン
シ
ア
ガ
の

よ
う
に
、
布
で
芸
術
を
自
分
で
作
っ
て
い
る
と
い
う
、
そ
う
思
っ

て
や
っ
て
い
る
人
も
い
る
と
思
う
ん
で
す
よ
。
た
と
え
お
金
を
儲

け
な
く
て
も
、
あ
れ
だ
け
布
で
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
も
の
を
残
し

て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
立
派
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

西
僚
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
と
日
本
の
オ
ー
ト
ク

チ
ュ
ー
ル
は
違
う
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
個
人
的
に
感
じ

ま
す
の
は
、
藤
本
先
生
な
り
大
西
先
生
が
Ｋ
Ｆ
Ｍ
（
神
戸
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
モ
デ
リ
ス
ト
）
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
作
ら
れ
て
、
大
き
な

会
場
で
何
度
も
シ
ョ
ー
を
な
さ
っ
て
ま
す
よ
ね
。
個
人
的
に
も
。

そ
う
い
う
こ
と
は
お
お
い
に
誇
り
を
も
っ
て
い
い
と
思
う
ん
で

す
。
他
府
県
に
は
こ
う
い
っ
た
グ
ル
ー
プ
は
あ
ま
り
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
点
で
神
戸
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ

ー
ル
は
二
つ
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
Ｋ
Ｆ
Ｍ
の
よ
う
な
グ
ル

ー
プ
と
お
客
さ
ん
の
意
見
を
十
分
と
り
入
れ
て
、
お
客
様
本
位
の

洋
服
を
作
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
的
な
洋
服
店
で
す
ね
。
私
ど
も
は

後
者
に
入
る
ん
で
す
が
、
後
者
は
お
客
様
と
日
々
の
生
活
の
文
化

な
り
、
神
戸
の
出
来
事
な
り
を
話
し
な
が
ら
密
着
し
た
商
談
に
入

っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
こ
う
い
う
業
者
が
神
戸
に
は
た
く
さ
ん
残

っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。
十
年
ほ
ど
前
に
、
電
話
帳
で
業
者
の

数
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
が
、
東
灘
、
灘
、
生
田
、
兵

庫
、
長
田
の
各
区
だ
け
で
千
七
百
軒
あ
り
ま
し
た
。
嫌
に
な
っ
て

あ
と
や
め
た
ん
で
す
が
、
い
ま
神
戸
全
部
で
注
文
服
の
業
者
と
し

て
電
話
帳
に
載
っ
て
い
る
の
は
、
五
百
軒
未
満
で
す
。
そ
れ
で
も

東
京
、
大
阪
な
ん
か
は
、
も
う
ほ
と
ん
ど
な
い
で
す
か
ら
、
業
界

と
し
て
は
誇
り
に
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
何
と
か
頑
張
ら
な
い
と

’
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１

こ
ろ
カ
ン
ヌ
の
映
画
祭
で
一
緒
に
な
っ
て
太
り
気
味
の
リ
ズ
が
怒

っ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
が
、
一
一
点
あ
っ
て
も
オ
ー
ト
ク
チ
ュ

ー
ル
は
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
で
す
よ
。
い
い
仕
立
て
を
す
れ
ば
。

み
ん
な
サ
イ
ズ
が
違
う
ん
で
す
か
ら
。
だ
か
ら
デ
ィ
オ
ー
ル
も
私

が
死
ん
だ
ら
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
を
や
れ
と
遺
言
し
て
い
る
。

大
西
難
し
い
テ
ー
マ
だ
な
あ
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
オ

ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
を
高
級
説
え
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
話
さ
せ

て
頂
け
れ
ば
よ
い
の
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
ま
た
ま
七
月
の
終

わ
り
に
ジ
バ
ン
シ
ィ
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
の
買
い
付
け
で
パ
リ

に
行
っ
て
帰
っ
た
ば
か
り
な
ん
で
す
が
、
パ
リ
に
お
け
る
オ
ー
ト

ク
チ
ュ
ー
ル
と
、
日
本
で
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
で
い
う
と
、
日

本
の
中
で
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
の
形
を
守
り
続
け
て
い
る
の
は
神

戸
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
と
思
う
ん
で
す
。
私
は
福
冨
先
生
の
学
校
を

卒
業
し
ま
し
て
大
丸
に
入
社
、
す
ぐ
に
デ
ィ
オ
ー
ル
の
オ
ー
ト
ク

チ
ュ
ー
ル
を
五
年
ほ
ど
し
て
、
三
十
年
間
、
ジ
バ
ン
シ
ィ
の
オ
ー

ト
ク
チ
ュ
ー
ル
を
続
け
て
い
る
わ
け
な
ん
で
す
。
オ
ー
ト
ク
チ
ュ

ー
ル
は
、
商
業
ベ
ー
ス
で
は
非
常
に
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
バ
レ

ン
シ
ア
ガ
と
い
う
の
は
、
ア
ー
ト
の
世
界
に
住
ん
だ
デ
ザ
イ
ナ
ー

じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
ね
。

立
亀
そ
の
お
弟
子
さ
ん
が
ジ
バ
ン
シ
ィ
で
す
ね
。
そ
の
良
い
と

こ
ろ
も
引
き
継
い
で
い
る
ん
で
す
が
、
金
儲
け
の
下
手
な
と
こ
ろ

も
引
き
継
い
で
い
る
ん
で
す
。
商
業
と
し
て
成
り
立
た
な
い
の
で

大
丸
さ
ん
も
し
ん
ど
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ジ
バ
ン

シ
ィ
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
服
を
着
て
い
る
お
客
様
を
知
っ
て
い
ま

す
が
、
ラ
イ
ン
が
違
い
ま
す
ね
。
非
常
に
よ
く
似
合
っ
て
い
ま
す
。

大
西
シ
ル
エ
ッ
ト
が
非
常
に
美
し
い
ん
で
す
。

立
亀
そ
れ
は
技
術
な
ん
で
す
。
そ
れ
が
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
な

ん
で
す
。
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い
た
あ
と
の
満
足
感
の
よ
う
な
。
そ
う
い
う
作
品
に
絶
え
ず
触
れ

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

西
際
業
界
の
先
輩
に
聞
い
た
話
な
ん
で
す
が
、
大
正
十
二
年
の

関
東
大
震
災
で
、
横
浜
の
技
術
職
人
さ
ん
が
給
料
を
得
る
だ
け
の

地
域
が
な
く
な
り
、
そ
れ
を
取
り
入
れ
た
の
が
神
戸
だ
っ
た
ん
で

す
。
そ
の
時
に
、
横
浜
の
職
人
と
神
戸
の
職
人
が
も
の
す
ご
い
競

争
を
し
た
。
そ
れ
は
ひ
と
針
、
ひ
と
針
が
真
剣
勝
負
だ
っ
た
そ
う

で
、
そ
れ
が
現
在
の
神
戸
の
文
化
に
育
っ
て
定
着
し
た
と
い
う
こ

と
を
聞
い
て
い
ま
す
。
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
の
メ
ー
カ
ー
が
神
戸
で
も

大
き
く
育
っ
て
い
ま
す
が
、
神
戸
の
プ
レ
タ
の
長
所
は
何
か
と
い

う
と
、
工
場
の
経
営
者
が
ほ
と
ん
ど
オ
ー
ダ
ー
出
身
な
ん
で
す
。

そ
の
オ
ー
ダ
ー
の
経
営
者
が
従
業
員
に
ひ
と
言
、
ひ
と
言
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
い
く
の
が
、
神
戸
の
プ
レ
タ
の
財
産
で
す
。
だ
か
ら
神

戸
の
技
術
は
、
日
本
で
も
誇
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

立
亀
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
は
、
そ
の
仕
事
が
好
き
な
人
が
集
ま

ら
な
い
と
で
き
な
い
で
す
ね
。
ロ
マ
ン
が
な
け
れ
ば
。

藤
本
い
ま
、
生
地
が
よ
く
売
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

西
篠
高
架
下
の
生
地
屋
さ
ん
が
、
五
年
前
か
ら
売
り
上
げ
が
三

割
伸
び
て
い
る
そ
う
な
ん
で
す
。

藤
本
高
度
成
長
期
の
満
た
さ
れ
過
ぎ
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
反

動
で
す
ね
。

米
谷
自
分
で
作
る
と
い
う
こ
と
は
、
楽
し
い
で
す
か
ら
ね
。

立
亀
い
ま
は
も
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
み
な
や
っ
て
し
ま
う
か

ら
、
洋
裁
学
校
で
ひ
と
つ
ひ
と
つ
習
っ
た
手
作
り
の
味
を
忘
れ
て

し
ま
う
ん
で
す
。
パ
．
タ
ー
ン
は
同
じ
で
も
縫
い
方
が
違
う
と
い
う

全
部
手
作
り
の
服
っ
て
い
う
の
も
一
回
経
験
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な

い
と
思
う
。
高
架
下
が
に
ぎ
わ
っ
て
き
た
と
い
う
生
活
に
ゆ
と
り

の
で
き
た
豊
か
に
な
っ
た
国
民
が
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
良
さ
を
知
る

と
い
う
、
そ
う
い
う
こ
と
を
意
識
的
に
喚
起
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
例
え
ば
法
事
の
時
な
ど
に
、
女
の
人
が
正
座
す
る
と
き
、
お

尻
が
横
へ
張
っ
て
も
ゆ
と
り
が
あ
っ
て
、
フ
レ
ア
で
は
立
っ
た
時

に
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
な
い
が
、
セ
ミ
タ
イ
ト
で
も
そ
の
人
の
シ
ル

エ
ッ
ト
が
美
し
く
見
え
る
も
の
を
作
る
と
い
う
の
が
、
日
本
の
オ

ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
に
は
畳
が
あ
り
ま
す
か

１
６７
１

い
け
な
い
と
。
神
戸
で
は
、
そ
う
い
っ
た
お
店
が
非
常
に
よ
く
や

っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
悲
し
い
か
な
、
経
営
者
の
年
齢
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
私
ど
も
十
年
前
に
始
め
た
の
に
、
若
い
方

な
ん
で
す
よ
。

司
会
人
材
を
育
て
る
と
い
う
点
で
、
米
谷
先
生
な
ど
ご
苦
労
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

米
谷
パ
リ
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
の
あ
り
方
と
い
う
も
の
を
、

漠
然
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ひ
と
つ
の
見
本
と
し
て
、
そ
れ
を
目

指
し
て
学
生
を
指
導
す
る
と
い
う
よ
う
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

お
店
の
実
績
と
い
う
の
は
分
か
り
に
く
い
ん
で
す
が
、
オ
ー
ト

ク
チ
ュ
ー
ル
の
世
界
と
い
う
の
は
最
高
の
水
準
で
す
し
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
世
界
で
ア
ー
ト
に
近
い
も
の
を
や
は
り
作
り
続
け
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
的
に
は
困
難
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
維
持
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ
こ
に
少
し
で
も
近
づ
け
る
よ

う
に
、
感
性
も
技
術
も
磨
い
て
、
指
導
的
立
場
で
若
い
人
に
習
得

し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
活
動
で
も
Ｋ
Ｆ
Ｃ
（
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ク
リ

エ
ー
タ
ー
ズ
）
の
作
品
発
表
で
も
、
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
に
少
し

で
も
近
づ
け
る
よ
う
に
と
、
作
品
づ
く
り
を
し
て
き
ま
し
た
。
自

分
の
感
性
を
そ
う
い
う
形
で
表
現
し
た
い
。
手
間
、
時
間
を
超
越

し
て
や
っ
て
い
き
た
い
。
自
ら
が
そ
う
す
る
こ
と
で
、
生
徒
た
ち

も
何
か
を
感
じ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
し
、
作
品
発
表
に
つ
い
て

も
、
妥
協
し
な
い
で
、
エ
レ
ガ
ン
ス
を
少
し
で
も
表
現
で
き
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
指
導
を
し
て
い
ま
し
て
も
、
い
ざ
就
職

と
な
り
ま
す
と
、
ア
パ
レ
ル
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
っ
た
り
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
っ
た
り
し
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
に
通
用

す
る
も
の
を
習
得
し
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
し
。
学
校
で

は
、
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
と
か
、
発
表
会
を
し
た
り
と
か
の
既

製
服
的
な
も
の
だ
け
で
は
、
ど
う
し
て
も
重
み
が
出
ま
せ
ん
。
や

は
り
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
的
な
感
性
が
必
要
で
す
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
を
し
て
、
服
作
り
の
基
本
、
良
い
服
作
り
と
い
う
も
の
が
分

か
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ｉ
ル
は
、
や
は
り

見
て
て
胸
が
す
ぐ
思
い
が
し
ま
す
ね
。
素
晴
ら
し
い
交
響
曲
を
聴
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し
な
が
ら
オ
ー
ダ
ー
の
洋
服
を
作
っ
て
い
か
れ
る
。
こ
れ
ら
は
非

常
に
大
事
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
世
界
だ
と
思
う
ん
で

す
が
、
一
方
で
は
、
ア
ー
ト
の
世
界
と
生
産
の
世
界
と
は
、
現
状

で
は
全
く
相
容
れ
な
い
と
い
う
悩
み
が
あ
り
ま
す
。
ジ
バ
ン
シ
ィ

だ
っ
て
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
が
あ
る
か
ら
タ
ー
ベ
ル
ブ
テ
ィ
ッ
ク

と
い
う
既
製
服
が
あ
る
。
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
の
本
体
な
く
し
て

既
製
服
は
な
い
ん
だ
と
い
う
姿
勢
で
す
。
そ
の
半
面
、
オ
ー
ト
ク

チ
ュ
ー
ル
の
世
界
は
非
常
に
難
し
い
局
面
に
立
た
さ
れ
て
い
る
と

い
う
何
か
計
り
知
れ
な
い
も
の
を
感
じ
て
帰
国
し
た
の
で
す
が
。

藤
本
パ
リ
と
日
本
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
が
違
っ
て
い
て
も
、

日
本
人
は
手
先
が
器
用
で
す
し
、
こ
れ
は
自
慢
し
て
い
い
と
思
い

ま
す
。
私
は
、
日
本
人
は
西
洋
の
人
と
体
型
も
違
い
ま
す
か
ら
、

そ
れ
を
意
識
し
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
着
物
と
い
う
形
で
な
く
て

も
日
本
の
素
材
の
素
晴
ら
し
さ
が
分
か
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
気
候
も
違
う
日
本
の
風
土
に

合
う
洋
服
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
し
、
個
性
に
合
わ

せ
て
デ
リ
ケ
ー
ト
に
服
装
の
セ
ン
ス
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
日
本
の
伝
統
の
美
の
中
か
ら
ポ
リ
シ
ー
の
あ
る
服
を
追
求
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
金
儲
け
ば
か
り
で
な
し
に
。

立
亀
学
校
で
技
術
の
基
礎
を
や
っ
て
い
な
い
か
ら
、
中
堅
幹
部

に
パ
タ
ー
ン
ひ
と
つ
で
き
な
い
人
が
い
る
既
製
服
会
社
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
計
数
管
理
だ
け
で
感
性
が
な
い
と
ダ
メ
で
す
。
私

も
大
学
で
、
三
、
四
回
生
に
な
っ
て
初
め
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
理

論
を
教
え
て
い
る
ん
で
す
。
一
、
二
回
生
は
縫
製
の
勉
強
を
さ
せ

て
。
い
ま
イ
タ
リ
ア
が
脚
光
を
浴
び
て
い
る
の
は
、
本
当
に
小
さ

な
家
内
企
業
の
手
作
り
を
大
切
に
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
デ
ザ
イ

ン
し
た
人
と
パ
タ
ー
ン
作
っ
た
人
、
縫
っ
た
人
の
名
前
を
作
品
に

つ
け
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
縫
う
人
が
日
の
当
た
る
所
に
出
る
よ
う

に
も
な
る
で
し
ょ
う
。
一
所
懸
命
働
い
た
人
が
表
に
出
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
と
は
具
合
が
悪
い
で
す
。
物
が
出
来
上
が
っ
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
を
大
切
に
し
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
。
物
や
金
よ
り
心

の
方
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
う
や
っ
て
、
日
本
一

の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
の
街
を
つ
く
れ
ば
、
世
界
一
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
（
文
責
・
編
集
部
）

１
６８
１

ら
、
外
国
と
は
違
い
ま
す
ね
。

☆
神
戸
発
・
日
本
一
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
の
街
に

司
会
最
後
に
今
後
神
戸
の
街
を
世
界
に
発
信
す
る
基
地
に
す
る

と
い
う
こ
と
で
、
ご
意
見
を
１
．

西
僚
Ｋ
Ｆ
Ｓ
で
二
年
前
に
十
五
周
年
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
い

た
の
で
す
が
、
そ
の
時
に
神
戸
か
ら
世
界
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
万
博

を
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
は
大

き
な
事
を
言
っ
て
大
丈
夫
か
な
と
思
い
ま
し
た
が
、
こ
の
五
月
に

は
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
も
設
立
さ
れ
ま
し
て
、
そ
う
な
っ
て

く
る
と
、
協
会
と
行
政
が
協
力
し
て
い
け
ば
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
万

博
的
な
も
の
も
可
能
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
マ
ク
ロ
的
に
は

や
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
し
、
ミ
ク
ロ
的
に
は
や
は
り
人
材
の
育

成
で
す
ね
。
私
も
創
業
二
十
三
年
に
な
り
ま
す
が
、
い
ま
も
針
の

持
ち
方
、
ハ
サ
ミ
の
使
い
方
、
差
し
の
持
ち
方
な
ど
毎
日
、
従
業

員
全
員
が
や
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
続
け
る
つ
も
り
で
す
。

米
谷
協
会
が
設
立
さ
れ
て
、
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ア
が
開

催
さ
れ
る
。
神
戸
は
立
地
的
に
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
環
境
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。
神
戸
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
を
育
て
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
皆
さ
ん
が
さ
ら
に
神
戸
ら
し
い
も
の
を
創
造
さ
れ
発
信
さ
れ

て
い
か
れ
る
と
、
十
分
国
際
的
に
も
通
用
す
る
と
思
い
ま
す
し
、

神
戸
の
未
来
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

大
西
パ
リ
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
、
絵
を

描
き
、
色
付
け
し
て
ひ
と
つ
の
パ
ネ
ル
を
手
詰
め
で
や
っ
て
い

く
。
十
年
も
ボ
タ
ン
ひ
と
つ
に
携
わ
っ
て
「
こ
れ
は
僕
の
付
け
た

ボ
タ
ン
だ
よ
」
と
髪
の
薄
く
な
っ
た
老
人
が
誇
り
に
し
て
い
る
。

そ
う
い
う
世
界
が
あ
る
ん
で
す
。
こ
う
い
う
無
駄
な
遊
び
の
よ
う

な
も
の
が
あ
っ
て
初
め
て
素
晴
ら
し
い
も
の
が
生
ま
れ
て
く
る
。

そ
う
い
う
理
解
者
が
街
の
中
、
企
業
の
中
に
い
て
く
れ
て
人
材
が

育
つ
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
大
丸
で
も
お
客
様
は
、
何
の

た
め
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
と
い
う
と
、
ま
ず
会
話
を
楽
し
む
た

め
な
ん
で
す
。
私
は
こ
う
い
う
生
活
を
し
て
い
る
。
今
度
こ
ん
な

会
合
が
あ
る
。
こ
ん
な
パ
ー
テ
ィ
ー
に
主
人
と
行
く
。
そ
れ
で
そ

の
時
に
着
て
い
く
服
を
ど
う
し
よ
う
か
な
ど
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
話
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6９

田崎真珠株式会社
取締役社長田崎俊作
神戸市中央区港島中町６－３－２

ＴＥＬ（0 7 8 ）3 0 2 - 3 3 2 1

オールスタイル株式会社
取締役会長川上勉
神戸市中央区港島中町６－５－１

ｒＥＬ（0 7 8 ）3 0 3 - 3 3 1 1

キャンペーン「神戸の観光と魅力を探る」の
企画は以上各社の提供によるものです。
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エスターニュトン

ボンビアン

１
７０
１

神
戸
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
散
歩

蕊識議織織

蝋
；
穂

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸
の
街
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル

散
歩
は
、
開
港
剛
年
の
ハ
イ
カ
ラ
の
伝
統
が
、
海
と
山
に

囲
ま
れ
た
自
然
に
育
く
ま
れ
て
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
人
間

の
心
の
エ
レ
ガ
ン
シ
ィ
を
持
つ
神
戸
っ
子
独
自
の
ユ
ニ
ー

ク
な
感
性
と
頑
固
な
職
人
気
質
、
ま
た
、
高
感
度
の
お
客

さ
ま
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
サ
ロ
ン
的
な
人

間
交
流
を
持
っ
た
ア
ト
リ
エ
や
お
店
が
、
神
戸
の
街
々
に

点
々
と
宝
石
の
よ
う
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

｡

癖
蝿
腿
詐

クリエーションスタジオモリ
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涼
風
真
世

八
宝
塚
歌
劇
団
・
月
組
Ｖ

閏

涼
風
・
麻
乃
初
コ
ン
ビ

■
三
度
目
の
〃
初
め
の
一
歩
″

涼
風
ベ
ル
サ
イ
ユ
の
ば
ら
が
終
わ
り

そ
の
千
秋
楽
で
ご
挨
拶
し
た
言
葉
が
全

て
を
表
わ
し
て
い
ま
す
が
、
終
わ
っ
た

時
に
新
し
い
何
か
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
オ
ス
カ
ル
は
、
私
に
と
っ
て
一
生

の
宝
物
。
す
べ
て
の
力
を
尽
く
し
た
か

ら
、
悔
い
も
無
く
扉
を
閉
め
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
だ
か
ら
よ
け
い
に
今
の
作

品
に
染
ま
れ
ま
す
ね
。

麻
乃
私
は
、
頼
り
切
っ
て
ま
す
。

涼
風
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
新
し
い
月

組
の
第
一
歩
、
ベ
ル
ば
ら
で
他
の
組
の

方
達
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
第
一

歩
、
そ
し
て
今
、
月
組
だ
け
で
第
一
歩
。

１
７２
１

麻
乃
佳
世

八
宝
塚
歌
劇
団
・
月
組
Ｖ

と
て
も
ラ
ッ
キ
ー
な
滑
り
出
し
だ
と
思

い
ま
す
ね
。

麻
乃
私
も
４
年
目
で
す
が
、
月
組
は

温
か
く
自
然
で
、
居
ご
こ
ち
が
良
い
で

す
。涼

風
月
組
絶
賛
だ
ね
（
笑
）
。
皆
お
芝

居
好
き
だ
か
ら
、
息
が
す
ぐ
揃
っ
て
自

然
に
固
ま
っ
て
来
ち
ゃ
う
の
ね
。

麻
乃
言
葉
に
出
さ
な
く
て
も
、
カ
ナ

メ
さ
ん
（
涼
風
）
は
感
じ
て
下
さ
っ
て

め
ん
ど
う
見
て
下
さ
る
の
。

涼
風
二
人
共
、
乙
女
座
の
Ｏ
型
な
の

ね
。
よ
し
こ
ち
ゃ
ん
（
麻
乃
）
の
考
え

て
る
事
が
分
か
っ
ち
ゃ
う
の
よ
・
そ
れ

が
良
い
の
か
ど
う
か
、
ま
だ
分
か
ら
な

い
け
ど
。
雰
囲
気
が
同
じ
で
、
や
り
易

い
で
す
ね
。
そ
れ
と
、
よ
し
こ
ち
ゃ
ん

見
て
る
と
現
代
っ
子
で
面
白
い
の
。

麻
乃
ア
ラ
、
ど
う
し
ま
し
ょ
う
（
笑
）
。

涼
風
持
っ
て
る
物
は
ダ
イ
ヤ
よ
・
私

達
皆
、
こ
の
一
年
は
ガ
ム
シ
ャ
ラ
に
、

失
敗
し
て
も
立
ち
止
ま
ら
ず
生
き
て
ゆ

こ
う
と
思
っ
て
い
る
の
。

■
正
塚
先
生
は
聖
徳
太
子

９
月
即
日
か
ら
上
演
さ
れ
て
い
る
宝

塚
大
劇
場
月
組
公
演
は
、
グ
ラ
ン
ド
ロ

マ
ン
「
銀
の
狼
」
と
、
シ
ョ
ー
「
ブ
レ

イ
ク
・
ザ
・
ボ
ー
ダ
ー
ノ
．
」
。
ト
ッ
プ

に
な
り
大
劇
場
２
回
目
の
涼
風
真
世
さ

ん
と
、
相
手
役
に
抜
擢
さ
れ
た
麻
乃
佳

世
さ
ん
。
今
回
は
、
ま
だ
お
稽
古
中
の

お
二
人
を
訪
ね
て
お
話
を
伺
っ
た
。
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繁

ね
。涼

風
２
人
で
絶
賛
し
て
る
の
ね
（
笑
）

麻
乃
客
席
で
見
た
い
と
思
う
程
（
笑
）

涼
風
今
い
た
だ
く
フ
ァ
ン
レ
タ
ー
に

は
、
今
度
の
公
演
へ
の
期
待
が
多
い
の

ね
。
そ
し
て
〃
銀
の
狼
″
の
ポ
ス
タ
ー

を
見
て
「
オ
オ
ッ
」
っ
て
驚
き
の
声
も

ね
（
笑
）
。
オ
ス
カ
ル
の
白
か
ら
変
わ

っ
て
、
今
度
は
シ
ル
バ
ー
と
黒
ね
。

麻
乃
私
は
国
務
大
臣
の
妻
で
、
し
っ

と
り
し
た
中
で
華
や
か
な
お
衣
装
。

涼
風
お
稽
古
し
て
て
、
主
人
公
の
シ

ル
バ
ー
は
、
正
塚
先
生
そ
の
も
の
じ
ゃ

な
い
か
し
ら
っ
て
思
う
く
ら
い
成
り
切

っ
て
い
る
わ
ね
（
笑
）
。

麻
乃
何
に
で
も
成
れ
ま
す
よ
。

涼
風
ミ
レ
ー
ュ
に
も
成
っ
て
る
、
ジ

ヤ
ン
ル
イ
に
も
レ
イ
に
も
成
れ
る
。
だ

か
ら
聖
徳
太
子
と
呼
ぼ
う
か
と
言
っ
て

る
の
ね
（
笑
）
。

麻
乃
分
か
り
易
く
説
明
し
て
下
さ
い

ま
す
ね
。

涼
風
私
は
、
シ
ル
バ
ー
は
物
な
ん
か

食
べ
ず
に
お
酒
飲
む
、
コ
ー
ヒ
ー
は
ブ

ラ
ッ
ク
、
そ
し
て
宇
黙
な
人
と
イ
メ
ー

ジ
し
て
た
ら
、
先
生
は
シ
ル
バ
ー
だ
っ

て
お
な
か
が
す
け
ば
ご
飯
は
食
く
る
っ

て
（
笑
）
。
心
に
深
い
傷
を
持
っ
て
い

る
か
ら
、
温
か
い
心
を
持
っ
て
い
る
け

ど
何
か
の
折
に
血
が
逆
流
す
る
よ
う
な

と
こ
ろ
を
持
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。

麻
乃
カ
ナ
メ
さ
ん
先
生
そ
っ
く
り
。

涼
風
乗
り
移
っ
て
ま
す
（
笑
）
。
先

生
、
大
阪
弁
だ
か
ら
、
シ
ル
バ
ー
の
セ

蔦祷額謹鍾蕊鍵鱗慰…リ
ブ
も
ミ
レ
ー
ュ
に
「
あ
ん
た
」
っ
て

出
て
来
る
の
（
笑
）
。

麻
乃
ミ
レ
ー
ュ
の
事
も
納
得
で
き
る

よ
う
に
説
明
し
て
下
さ
っ
て
、
女
性
は

こ
う
っ
て
先
生
の
理
想
像
が
あ
る
み
た

い
で
す
ね
。

涼
風
お
稽
古
っ
て
ウ
ロ
覚
え
の
時
に

振
り
付
け
で
し
よ
、
ち
ょ
っ
と
で
も
間

違
え
た
ら
「
カ
ナ
メ
、
歌
詞
が
違
う
」

と
チ
ェ
ッ
ク
（
笑
）
。
セ
リ
フ
が
正
し

く
て
も
、
心
の
中
の
気
持
ち
が
違
っ
て

た
ら
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
れ
」
と
耳

元
で
ポ
ソ
ポ
ソ
と
注
意
さ
れ
る
の
。

「
さ
あ
、
や
っ
て
み
よ
う
」
そ
し
て

「
違
う
」
の
く
り
返
し
（
笑
）
。
完
壁

主
義
で
す
ね
。

風
皇
太
子
殿
下
、
宝
塚
観
劇
で
感
激

涼
風
ベ
ル
ば
ら
東
京
公
演
で
、
皇
太

１
７４
１

斑

子
殿
下
が
観
劇
に
来
ら
れ
て
お
目
に
掛

か
っ
た
の
ね
。
「
素
晴
ら
し
か
っ
た
」

と
何
度
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ
っ
て
、

私
は
そ
の
何
倍
も
感
動
し
ま
し
た
。
笑

顔
の
と
て
も
素
敵
な
方
で
し
た
。
ご
質

問
で
「
バ
イ
オ
リ
ン
は
本
当
に
弾
い
て

い
る
の
で
す
か
」
と
、
お
っ
し
ゃ
る
の
。

殿
下
は
今
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
お
勉
強

さ
れ
ぞ
い
る
そ
う
で
、
私
は
「
い
い

え
」
と
冷
や
汗
霞
む
。
初
め
て
宝
塚

を
ご
覧
に
な
ら
れ
て
、
感
動
さ
れ
た
と

お
聞
き
し
ま
し
た
し
、
毎
月
見
て
い
た

だ
き
た
い
ぐ
ら
い
で
す
。

麻
乃
私
も
お
目
に
掛
か
ら
せ
て
い
た

だ
い
た
の
で
す
が
、
も
う
、
も
う
、
あ

●
●
●

の
方
は
貴
品
の
お
塊
り
で
す
。

涼
風
出
た
、
名
言
ノ
．
（
笑
）
。
ベ
ル

ば
ら
だ
か
ら
こ
そ
見
て
い
た
だ
け
た

と
、
光
栄
で
す
ね
。
ベ
ル
ば
ら
の
大
き

さ
を
改
め
て
感
じ
る
し
、
が
ん
ば
ら
な

く
ち
ゃ
ね
。

麻
乃
皆
必
死
で
す
よ
。

涼
風
下
級
生
見
て
て
、
天
海
中
心
の

シ
ー
ン
は
〃
若
い
パ
ワ
ー
″
っ
て
思
う

し
、
女
役
揃
っ
て
る
時
は
何
と
な
く
、

〃
よ
し
こ
ち
ゃ
ん
が
ん
ば
っ
て
る
″
と

思
う
し
。
皆
一
勢
に
輝
い
て
る
ね
。
シ

ョ
ー
も
石
田
昌
也
先
生
の
デ
ビ
ュ
ー
作

で
、
先
生
の
パ
ワ
ー
が
剛
％
出
て
る
っ

て
感
じ
。
イ
ン
デ
ア
ン
の
ロ
ケ
ッ
ト
な

ん
て
、
誰
も
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
か

ら
〃
や
っ
た
な
、
先
生
ノ
・
″
っ
て
感
じ

よ
れ
（
笑
）
。
劇
も
見
れ
ば
見
る
ほ
ど
、

味
の
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
か
ら
、
ぜ

ひ
何
度
で
も
見
に
来
て
下
さ
い
。

（
９
月
３
日
レ
ス
ト
ラ
ン
・
カ
ラ
ベ
ル
に
て
）
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織蕊

周
回
●
グ
ラ
ン
ド
“
ロ
マ
ン

Ｇ
『
銀
の
狼
』

私
廻
世
紀
末
の
ヨ
ー
ロ
ッ

悔
い
。
ハ
。
外
科
医
ミ
シ
エ
ル

（
涼
風
真
世
）
一
家
は
、
旅
先

で
次
期
大
統
領
選
挙
の
勢
力
争

い
に
巻
き
込
ま
れ
る
。
目
の
前

で
妻
子
を
殺
さ
れ
、
重
傷
を
負

っ
た
ミ
シ
ェ
ル
は
、
レ
イ
（
天

海
祐
希
）
に
助
け
ら
れ
る
が
、

高
熱
を
出
し
記
憶
を
失
っ
て
し

ま
っ
た
。
体
力
も
回
復
し
た
が

銀
髪
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ミ
シ

ェ
ル
は
、
行
く
当
て
も
な
く
レ

イ
と
そ
の
弟
分
パ
チ
ス
タ
（
真

蕊鰯

蕊，
涼風真世

Ｍ震ＳＳＡＧ露
・ｆｒｏｍ

ＴＡＫＡ園ＡＺＵＫＡ

蕊
宝塚歌劇座席券セットのホテル

宝職晦ﾐ『一:スイロ

7５ 懲 鞠
１
④
友
の
会
へ
の
お
誘
い

帳
素
敵
な
夢
を
贈
り
続
け

Ｅ
る
宝
塚
の
舞
台
。
そ
の
レ

Ⅷ
デ
イ
ド
リ
ー
マ
ー
の
世
界

へ
の
架
け
橋
、
宝
塚
友
の
会
に

あ
な
た
も
入
り
ま
せ
ん
か
。

Ａ
会
員
／
六
カ
月
三
千
六
百

円
で
毎
月
「
歌
劇
」
を
郵
送
。

Ｂ
会
員
／
六
カ
月
三
千
六
百

円
で
毎
月
「
宝
塚
グ
ラ
フ
」
を

郵
華
控

普
通
会
員
／
一
年
二
千
三
百

円
で
毎
月
「
宝
塚
だ
よ
り
」
を

郵
埜
控そ

の
他
、
友
の
会
行
事
へ
の

参
加
、
座
席
予
約
な
ど
の
特
典

も
あ
り
ま
す
。

花
の
道
に
あ
る
友
の
会
サ
ロ

ン
に
は
宝
塚
の
情
報
が
い
っ
ぱ

い
。
気
軽
に
お
寄
り
下
さ
い
。

お
問
合
わ
せ
・
申
込
み
は

宝
塚
友
の
会
サ
ロ
ン
〒
師
宝

塚
市
栄
町
１
の
１
の
研
恋
０
７

９
７
価
６
８
０
１
郵
便
振
替

口
座
神
戸
９
１
１
３
２
８
６

「
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
」
「
男
と

女
」
「
夢
と
現
実
」
、
世
の
中
の

決
ま
り
切
っ
た
境
界
線
を
取
り

払
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…
。
伝
統

を
大
切
に
し
た
中
に
新
感
覚
溢

れ
る
、
新
生
月
組
の
フ
レ
ッ
シ

織
由
季
）
と
パ
リ
へ
旅
立
つ
。

二
人
は
実
は
殺
し
屋
だ
っ
た
。

一
年
後
、
パ
リ
で
は
殺
し
屋

〃
銀
の
狼
″
が
世
間
を
騒
が
せ

て
い
た
。
そ
れ
は
ミ
シ
ェ
ル
で

あ
っ
た
。
見
覚
え
の
あ
る
国
務

大
臣
の
妻
ミ
レ
イ
ュ
（
麻
乃
佳

世
）
を
誘
拐
し
た
ミ
シ
ェ
ル
は

記
憶
を
取
り
戻
す
が
…
…
。

●
シ
ョ
ー
『
ブ
レ
イ
ク
・
ザ
・

ボ
ー
ダ
ー
ノ
．
』

ュ
な
シ
ョ
ー
。
石
田
昌
也
大
劇

場
デ
ビ
ュ
ー
作
。

☆
月
組
宝
塚
大
劇
場
公
演
①
グ
ラ
ン
ド
・

ロ
マ
ン
『
銀
の
狼
』
旭
場
。
正
塚
晴
彦
作

演
出
。
②
シ
ョ
ー
『
プ
レ
イ
ク
・
ザ
・
ボ

ー
ダ
ー
／
』
加
場
。
石
田
昌
也
作
・
演
出

出
演
天
海
祐
希
、
汝
鳥
伶
、
愛
川
麻
貴
、

久
世
星
佳
他
。
９
／
即
’
㈹
／
四
・
Ｓ
４

１
０
０
円
、
Ａ
２
８
０
０
円
、
Ｂ
１
８
０

０
円
、
Ｃ
８
０
０
円
。
新
人
公
演
加
／

８
，
６
時
開
演
『
銀
の
狼
』
２
５
０
０

円
、
８
０
０
円
。

ｕ
●
バ
ゥ
・
レ
ビ
ュ
ー

乱
『
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
・
マ

Ｈ
ジ
ッ
ク
』

Ｗ
時
代
を
超
え
た
幻
想
の

Ｏ
世
界
で
、
杜
け
あ
き
が
世

旧
界
中
の
舞
姫
や
エ
ト
ワ
ー

ル
と
出
会
う
。
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
を
操
る
魔
法
使
い
の
よ
う
な

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
シ
ョ
ー
。
そ

し
て
、
杜
け
あ
き
の
総
て
を
見

せ
る
歌
に
踊
り
に
ひ
と
味
違
っ

た
魅
惑
の
レ
ビ
ュ
ー
。

☆
パ
ウ
ホ
ー
ル
雪
組
公
演
バ
ウ
・
レ
ビ
ュ

ー
「
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
・
マ
ジ
ッ
ク
」
横

濯
英
雄
作
・
演
出
。
出
演
・
冥
咲
佳
子
、

飛
鳥
裕
他
。
㈹
／
加
ｌ
Ⅱ
／
４
。

●ご宿泊( 朝食付）お一様薯5 , 7 0 0
＜税別＞全室パス・ＴＶ付

Ｇｉ雛Uぃ率ﾚ需ｲｰｽ竺立'、
阪急宝塚南口駅、徒歩３分･ 阪急宝塚駅、徒歩5 分
〒6 6 5宝塚市武庫川町47 - 1壷0 7 9 7 ( 8 1 ) 0 0 0 1

韮壷奉喜巴回国鞭： ■
ｔｔ海111

霧Ｐ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m


